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SCOAP3とは 
 SCOAP3というのは、簡潔に言えば、今までの雑

誌の購読料を雑誌の出版のための支援金に切り替えよ

うというプロジェクトです。SCOAP3とは

Sponsoring Consortium for Open Access Publishing 

in Particle Physics の頭文字を取っているのですが、

コンソーシアムという名が表すとおり、図書館やコン

ソーシアムが中に入っている場合もありますし、研究

機関や資金助成団体などが SCOAP3の枠組みに参加

しています。 

 分野としては、高エネルギー物理（HEP）分野の

ジャーナルのオープンアクセスを目指すプロジェクト

で、目標とするところは、電子ジャーナルの価格上昇

に伴う問題を解決するための新しいモデルを構築する

ことです。CERN（欧州原子核研究機構）が中心とな

り、研究機関や大学図書館等に協力を呼び掛けていま

す。 

 

SCOAP3のビジネスモデル 
 SCOAP3が作ろうとしているビジネスモデルは、

先ほど簡単に述べたとおり、従来の雑誌購読料を出版

のための出資に振り替えるというものです。つまり、

出版社は図書館から取っていた購読料を削減し、図書

館はその分の額を SCOAP3 という枠組みへの拠出に

充てることになります。出版社が削減する額と図書館

が支援として拠出する額がイコールになるというわけ

です。予算総額は 1,000 万ユーロ、今は円高で 1 ユ

ーロ＝125 円ほどなので、円に直すと 12 億 5,000 万

円になります。実際のプロジェクトは 2014 年から始

まり、2016 年まで続きます。 
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 オープンアクセスの対象となるジャーナルは、

CERN が入札で決定しています。新しいオープンア

クセスジャーナルを立ち上げるというわけではなく、

既存のジャーナル、冊子などで査読していたジャーナ

ルをオープンアクセスするというところに一つポイン

トがあると思います。入札については、応札者である

出版社が APC の値段を付けてきます。それに加えて

ジャーナルの質やインパクトファクター等も勘案し、

この二つの要素によって順位付けして、12 誌を決定

しています。 

 従来の雑誌購読モデルでは、著者が雑誌 A と雑誌

B のそれぞれに投稿します（図 1）。投稿するに当た

っては、投稿料を取らない場合もあるかと思いますが、

通常は投稿料を払います。そして、大学はそれぞれの

ジャーナルを購入・購読します。つまり、購読料を払

うことで、各ジャーナルにアクセスできるようになる

のです。ただし、大学 B は、購読していない雑誌 A

にはアクセスはできません。逆に、大学 A は購読し

ていない雑誌 B にはアクセスできません。当然なが

ら、大学に所属していない研究者は、どちらの雑誌に

もアクセスできないという形になります。 

 一方、新しい財政支援モデルでは、それぞれの大学

が雑誌 A、雑誌 B を購読する代わりに、SCOAP3と

いう枠組みが各出版社と契約します（図 2）。先ほど、

入札における APC の決定に触れましたが、それに基

づき出版に当たる費用を SCOAP3の枠組みが払うの

です。これでオープンアクセス化するわけですが、そ

れぞれの大学はそれで終わりなのかというと、そうで

はありません。大学は、今まで払っていた購読額を

SCOAP3への出資金（支援）に充てます。これがリ

ダイレクションといわれるものです。SCOAP3は、

投稿に当たって投稿料が発生しないモデルを目指して

います。オープンアクセス化することで、すべての大

学から見ることができ、大学に所属していない研究者

もアクセスできる、誰もがアクセスできるモデルが構

築できるのです。 

 SCOAP3が支援を決めた 12 誌を、表にまとめまし

た（図 3）。SCOAP3の対象になるジャーナルには、

既にオープンアクセス化しているものもありますが、

全体に占める高エネルギー分野の論文の比率によって、

オープンアクセス化する比率が決まっています。

HEP のパーセンテージが 60％以上あるものは、

SCOAP3から 100％の出資が出て、掲載論文は 100％
（図 1） 
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出版社 ジャーナル
HEP論文数
（2011

年）

HEP論文の割
合

（2011年）

Article 
Processin
g Charge

American Physical Society Physical Review C 107 9.9% 1900 USD

American Physical Society Physical Review D 2989 100% 1900 USD

Elsevier Physics Letters B 1010 100% 1800 USD

Elsevier Nuclear Physics B 284 100% 2000 USD

Hindawi Advances in High Energy Physics 28 100% 1000 USD

Institute of Physics 
Publishing/Chinese Academy of 
Science

Chinese Physics C 16 7.2% 1000 GBP

Institute of Physics
Publishing/Deutsche 
Physikalische Gesellschaft

New Journal of Physics 20 2.7% 1200 GBP

Institute of Physics 
Publishing/SISSA

Journal of Cosmology and Astroparticle
Physics

138 30.9% 1400 GBP

Jagellonian University Acta Physica Polonica B 23 22.1% 500 EUR

Oxford University Press/Physical 
Society of Japan

Progress of Theoretical Physics (to 
become PTEP)

46 36.2% 1000 GBP

Springer/Societa Italiana di Fisica European Physical Journal  C 326 100% 1500 EUR

Springer/SISSA Journal of High Energy Physics 1652 100% 1200 EUR
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オープンアクセスされます。60％以下のものは、そ

れぞれのパーセンテージに応じてオープンアクセスと

なる比率が決まります。 

 以上が SCOAP3の概要説明でした。余談になりま

すが、私は東工大では雑誌資料の購入担当として、し

ばらく大学から離れたところで働いていたので、正直、

大学図書館の事情にかなり疎くなっており、オープン

アクセスのゴールドもグリーンもよく分からないよう

な状態でした。SCOAP3のタスクフォースの話が来

たときにも、「なぜ資料購入担当がオープンアクセス

に関わらなければいけないのだろう。オープンアクセ

スになれば費用が発生しなくて万々歳ではないかな」

と思っていたのですが、SCOAP3は従来の購読額を

オープンアクセスのための費用に切り替えるモデルだ

と聞いて、なるほどと合点がいきました。 

 

SCOAP3をめぐる 
これまでの動き、これからの動き 

 さて、日本における SCOAP3への対応はどうかと

いうと、2011 年 8 月に、CERN に対して三つの機関

から関心表明が出されています。高エネルギー加速器

研究機構（KEK）、国立情報学研究所（NII）、国公私

立大学図書館協力委員会の三者が、関心表明（EoI）

に署名しました。これをもって、SCOAP3への参加

に向けて具体的な日本での動きが始まり、2012 年 8

月に私たち SCOAP3のタスクフォースが設置されて

います。 

 日本からの財政的支援の期待額は、あくまで目標値

ですが、78 万 1,000 ユーロです。これは、日本から

投稿されている HEP 分野の論文数の割合から算出さ

れたもので、アメリカ、ドイツに次いで 3 番目に多

く、全体の 7.1％を占めています（図 4）。先ほど、

SCOAP3 の予算総額は 1,000 万ユーロと言ったので、

7.1％だと 71 万ではないのかと思われるかもしれませ

んが、出資できない国もあるだろうという想定の下に、

10％上乗せして 7.81％の期待額となっています。 

 最終的な目標は、2014 年の SCOAP3のオープンア

クセス提供ですが、それに向かって参加機関、パート

ナーとの覚書を締結しなければいけません。既に 2

月後半に入ってきているので差し迫ってきていますが、

私たちタスクフォースがやらなければいけないこと、

やってきたことを表にまとめてあります（図 5～6）。 

 図 7 は、EoI を結んだ 3 者と SCOAP3との関係を

（図 4） 

各国の負担割合
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（図 5） 

これまでの動き
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年月 活動

2005年～2006年 プロジェクトの準備（関係者からの聞き取り，調査等）

2007年7月 SCOAP3 Working Party Report

CERNから各国の関連機関等にEoI（関心表明）の提出依頼

2011年4月 SCOAP3 Meeting（EoI提出機関の代表の集まり）；入札の
手続きを進めることが決定；運営委員会設立

2011年8月 国公私立大学図書館協力委員会，高エネルギー加速器研究機
構，国立情報学研究所の3者連名でEoIを提出

2012年5月 入札案内を関連出版社に発送

2012年6月 開札

2012年7月 参加出版社（7社12タイトル）の発表

2012年8月 SCOAP3タスクフォースを設置

2012年9月 運営委員会，技術作業部会，出版社の合同協議（日本からは
安達（NII），金藤（東大），徳田（東大）が参加）
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（図 6） 

これまでの動き，これからの動き
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年月 活動／予定

2012年10月 SCOAP3 Launch Meeting（EoI提出国の代表が参集，日
本からは野崎（KEK），尾城（NII）が参加）

2012年11月 国公私立大学図書館協力委員会で，NIIが日本のNational 
Contact Pointとなることが承認

2012年10月～
2013年3月

拠出額と削減額の調整のための作業（Reconciliation）
パイロット（試行）を経て，本作業へ

・購読状況調査
・参加意向調査
・拠出額計算

2013年4月～6月 CERNとパートナー（参加機関）との覚書（Memorandum 
of Understanding: MoU）締結
CERNと出版社との契約

2013年7月～ CERNから参加機関にインボイス発送

2014年1月～ SCOAP3対象誌のOA提供開始
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示しています。SCOAP3は CERN が中心になってい

ますが、運営には NII の安達副所長が参加していま

す。タスクフォースについては、NII と国公私の協力

委員会の設置する連携・協力推進会議が設置している

という形です。国公私の方からはメンバーを提供する

という形で、大学図書館の職員がタスクフォースの仕

事に当たっています。私もその一人です。NII には事

務局を担当していただき、JUSTICE の事務局にいろ

いろと協力をお願いしています。 

 

SCOAP3タスクフォースの取り組み 
 SCOAP3タスクフォースの任務として最も大きい

のは、日本としての期待額 78 万ユーロをどうやって

拠出するか、その拠出額の確定です。また、SCOAP3

は各国のメンバーが技術作業部会をつくっているので、

そこへの参画や、情報収集・提供も任務の一つとなっ

ています。 

 SCOAP3 タスクフォースが今までやってきたこと、

これからやっていかなければいけないことをまとめま

した（図 8）。広報サイト、FAQ サイトも立ち上げて

いますが、一番重要なのは、やはり拠出額の確定に関

わる一連の作業です。額を算出するための計算のツー

ルの基礎のようなものを作成したり、大学図書館の方

には各種依頼が行っているのでご存じの方もいらっし

ゃるかと思いますが、対象のジャーナルの購読状況の

調査や参加の意向調査を行っています。 

 今、計算ツールをつくっていますが、今後はそれを

使ってそれぞれの機関に、対象ジャーナルの購読額、

つまり実際の拠出額がどのぐらいになるのかを計算し

ていただくというフェーズに進んでいくと思います。

その計算が終わった後は、リコンシリエーション

（Reconciliation）という作業を経て、拠出額が確定

します。事前に参加意向調査をやっていますが、あく

まで拠出額が確定した後に最終的な意向を確認します

ので、参加館の確定は拠出額が出た後になります。 

 ここで、リコンシリエーションについて少しだけ突

っ込んで説明をしたいと思います（図 9）。まず、リ

コンシリエーションとは、直訳すると「調整」という

意味ですが、ここでは「図書館と出版社の間で拠出額

と削減額の調整を行うこと」を指します。日本では、

NII が事務局としてこの作業を行います。 

 リコンシリエーションの手順としては、あくまで予

定ですが、参加機関に SCOAP3タスクフォースが用

（図 8） 

SCOAP3タスクフォースの取り組み

• 拠出額確定にかかわる一連の作業

（これまでの動き）

• 試算ツールの作成

• 購読状況調査

• 参加意向調査

• マッピング

（これからの動き）
• 参加館による拠出額の計算

• Reconciliation（リコンシリエーション）→拠出額の確定

• 参加館の確定

• 広報サイト・FAQ
http://www.nii.ac.jp/sparc/scoap3/
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• 試算ツールの作成

• 購読状況調査

• 参加意向調査

• マッピング

（これからの動き）
• 参加館による拠出額の計算

• Reconciliation（リコンシリエーション）→拠出額の確定

• 参加館の確定

• 広報サイト・FAQ
http://www.nii.ac.jp/sparc/scoap3/
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Reconciliation（リコンシリエーション）

• 図書館/コンソーシアムと出版社との間で，拠出額と削減
額の調整を行う。日本ではNIIがこの作業を行う。

• Reconciliationの手順
• 参加機関が，SCOAP3タスクフォースが用意する計算ツール（エク

セル表）を使って拠出額を算出

• NIIが，参加機関の拠出額データを集約し，Reconciliation Facility
（ウェブサイト）にデータをアップロード

• 一方，出版社も削減額をReconciliation Facilityに入力

• CERNは一連のプロセスを監視し，額の不一致が生じた場合にそれ
を調停

• 最終合意された額はMoUに明記され，出版社はその額を参加機関の
購読額から削減する義務を負う。

2013年2月19日（火）第7回 SPARC Japanセミナー2012 14

Reconciliation（リコンシリエーション）

• 図書館/コンソーシアムと出版社との間で，拠出額と削減
額の調整を行う。日本ではNIIがこの作業を行う。

• Reconciliationの手順
• 参加機関が，SCOAP3タスクフォースが用意する計算ツール（エク

セル表）を使って拠出額を算出

• NIIが，参加機関の拠出額データを集約し，Reconciliation Facility
（ウェブサイト）にデータをアップロード

• 一方，出版社も削減額をReconciliation Facilityに入力

• CERNは一連のプロセスを監視し，額の不一致が生じた場合にそれ
を調停

• 最終合意された額はMoUに明記され，出版社はその額を参加機関の
購読額から削減する義務を負う。

2013年2月19日（火）第7回 SPARC Japanセミナー2012 14



 
SCOAP3への日本の大学図書館の対応 

National Institute of Informatics    第 7 回 SPARC Japan セミナー2012 Feb 19, 2013 5

意する計算ツールを使って拠出額を算出していただき、

NII がその拠出額のデータを集約して、

Reconciliation facility というウェブサイトにデータ

をアップロードします。一方、出版社は出版社で見積

もった削減額を Reconciliation Facility に入力します。

つまり、図書館側と出版社側それぞれで削減額と拠出

額を入力するのです。それが金額として一致すれば問

題ないのですが、一致しない場合は CERN が調停に

入る、まさにリコンシリエーションになるわけです。

最終的に額が合意されれば、MoU（覚書）を結ぶと

いうフェーズに進んでいきます（図 10）。 

 

試算ツールの作成 
 タスクフォースとしては、額の算出に当たって、対

象となるジャーナルの購読額が幾らになるかを計算す

るためのツールを用意しなくてはいけないので、ツー

ルの作成を行っています。これは別に独自に作成した

わけではなく、CERN の入札の仕様書に削減額の試

算について規定があります。雑誌の契約担当の方は大

体分かるかと思いますが、今、ビッグディールという

か、パッケージの中にジャーナルの金額が溶け込んで

しまい、対象の一ジャーナルの金額を出すのが非常に

難しい状況になっています。そのため、この入札仕様

書の中では、契約方法に応じて幾つかの計算算出パタ

ーンを用意しています。その算出パターンによって、

パッケージから推測の金額を算出するものを用意して

あります。 

 8～9 月ごろに最初のパイロットを作り、比較的規

模の大きい 11 大学に個別に試算をお願いしました。

これは、試算ツールに問題がないかの確認の意味もあ

ったのですが、大体の金額を確認するという意味合い

もありました。具体的な額は申し上げられませんが、

少なくとも 78 万ユーロ（約 9,700 万円）には届かな

いのではないかという状況でした。 

 2～3 月には、最終的なリコンシリエーションに向

けた計算ツールを出すことになるかと思います。参加

意向調査に対応していただいた大学には、事前に削減

額概算試算ツールということで、これを基礎にしたも

のをお渡ししていますので、大体の内容は分かってい

ただいているかと思います。 

 削減の対象となるのは、既にオープンアクセスにな

っているジャーナルを除く 8 誌で、出版社は APS、

エルゼビア、IOP、シュプリンガーと 4 社あります

（図 11）。 

 具体的な例として、APS での計算例を示します

（図 12）。APS の場合は APS-ALL パッケージとい

うパッケージが存在し、パッケージに対して払ってい

る金額は大学ごとにばらばらなので、リストプライス

を基に、ここでは Physical Review C のパーセンテ

ージを出しています。Physical Review C が 2,155 ド

ルで、パッケージの中に占めるタイトルの合計金額が

ここの 3 万 9,000 ドルなので、まず 2,000 ドルを 3

万 9,000 ドルで割って、5.48 というパーセンテージ

を出します。そのパーセンテージに対して、実際にそ

（図 10） 
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出版社 ジャーナル
HEP論文数
（2011

年）

HEP論文の割
合

（2011年）

Article 
Processin
g Charge

American Physical Society Physical Review C 107 9.9% 1900 USD

American Physical Society Physical Review D 2989 100% 1900 USD

Elsevier Physics Letters B 1010 100% 1800 USD

Elsevier Nuclear Physics B 284 100% 2000 USD

Hindawi Advances in High Energy Physics 28 100% 1000 USD

Institute of Physics 
Publishing/Chinese Academy of 
Science

Chinese Physics C 16 7.2% 1000 GBP

Institute of Physics
Publishing/Deutsche 
Physikalische Gesellschaft

New Journal of Physics 20 2.7% 1200 GBP

Institute of Physics 
Publishing/SISSA

Journal of Cosmology and Astroparticle
Physics

138 30.9% 1400 GBP

Jagellonian University Acta Physica Polonica B 23 22.1% 500 EUR

Oxford University Press/Physical 
Society of Japan

Progress of Theoretical Physics (to 
become PTEP)

46 36.2% 1000 GBP

Springer/Societa Italiana di Fisica European Physical Journal  C 326 100% 1500 EUR

Springer/SISSA Journal of High Energy Physics 1652 100% 1200 EUR

購読額からの削減対象（8誌）
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の図書館が契約している金額を掛けて、Physical 

Review C の仮想的な金額を取り出すことになります。

Physical Review C は HEP のパーセンテージが

9.9％で、100％ではないので、先ほどの仮想的な金

額に 9.9 を掛けた 108 ドルが Physical Review C に

おける購読額であり、削減額となります。 

 

購読状況と参加意向の調査 
 タスクフォースとしては、10 月から 11 月にかけて

購読状況調査を行いました（図 13）。参加館の確定に

当たっては、どこが購読しているのかを調べなければ

ならないので、国公私の各協会の会員館を対象に、対

象ジャーナルを購読しているかという調査を行ってい

ます。11 月現在で 91 館が購読していると回答してき

ており、その後、未回答館からの連絡もあったので、

1 月末の時点で 97 館まで増えています。 

 その後、12 月に対象ジャーナルを購読している図

書館を対象に、この段階で参加する意向があるかどう

かの調査を行いました（図 14）。参加すると回答した

館が 34、未確定が 44、不参加が 19 館という結果で

した。また、リコンシリエーションを前に、マッピン

グという作業を行います。先ほどの参加意向調査で、

「参加」「未確定」と回答した機関のリストを CERN

に提出しており、「参加」「未確定」と回答した機関を

対象に、実際の削減額の算出、リコンシリエーション

のフェーズに進んでいきます。 

 今後のロードマップとしては、2～3 月にリコンシ

リエーションを経て参加館が確定します（図 15）。そ

して、4 月に参加館と CERN とで覚書を結びます。

これにより、正式に SCOAP3が 2014 年に向かって

動いていくということになります。そして、2014 年

1 月から SCOAP3対象誌のオープンアクセス提供を

（図 13） 

購読状況調査

• Reconciliation作業のひとつとして，SCOAP3対象誌の
購読状況を把握する

• 国公私立の各協会の会員館を対象

• 調査期間
• 10月29日（月）～11月12日（月）

• 調査結果（11月現在）
• 回答機関：２６６

• 内，1誌以上購読（予定含む）機関：９１
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（図 12） 

試算例（Physical Review Cの削減額）

• APS-ALLパッケージをTIER5にて契約している
①リストプライスをもとに，Physical Review Cが占める割合を算出

②上記の割合に実際に自館で契約しているAPS-ALLパッケージの金額を
乗ずる（契約金額が$20,000であるとすると）

$20,000×5.48%=$1,096

③ HEP論文の割合を乗ずる

$1,096×9.9％=$108.5
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→最終的な削減額（≒拠出額）

2013年Online Only価格（リストプライス:$） Tier 5
Physical Review A 4,755 
Physical Review B 11,215 
Physical Review C 2,155 
Physical Review D 8,510 
Physical Review E 5,280 
Physical Review Letters 5,470 
Reviews of modern Physics 1,015 
Physical Review Online Archive (PROLA) 860 

合計 39,260 

Physical Review Cが
合計金額に占める割合

$2,155÷$39,260=0.0548…
5.48%
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（図 14） 

参加意向調査

• 購読状況調査を踏まえ，購読機関に対しSCOAP3参加意
思の有無を確認

• 調査期間
• 12月4日（火）～12月25日（火）

• 調査結果（1月29日現在）
• 参加：３４

• 未確定：４４

• 不参加：１９
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（図 15） 

今後のロードマップ
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年月 活動／予定

2013年2～3月 参加館の拠出額の計算

Reconciliation Facilityへの入力

Reconciliation→拠出額の確定

参加館の確定

2013年4月～6月 CERNとパートナー（参加機関）との覚書（Memorandum 
of Understanding: MoU）締結
CERNと出版社との契約

2013年7月～ CERNから参加機関にインボイス発送

2014年1月～ SCOAP3対象誌のOA提供開始

タスクフォース
としての作業

ゴール！ゴール？
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開始するとしていますが、個人的には、ここが本当に

ゴールなのだろうかと思っています。 

 

課題 
 最後に、今後の課題についてお話しします。参加意

向調査で数を見ていただいたとおり、若干数が少ない

かなというところがあります。今日は大学図書館にお

ける対応ということでお話しさせていただきましたが、

SCOAP3は大学図書館だけではなく、研究者のコミ

ュニティも含めた枠組みです。日本で言えば KEK に

も参加していただいて、野崎先生を中心に、高エネル

ギー分野等の物理分野に対して働き掛けを行っていた

だいています。もしかしたら「未確定」と回答されて

いる図書館の方にも、高エネルギーの研究をされてい

る研究者の方から「SCOAP3の件はどうなっていま

すか」というお話が行っているかもしれません。その

ように、研究者コミュニティを含んで活動しています

ので、もちろん購読額を拠出している大学図書館の理

解を得ていくことは重要ですが、研究者の方の理解も

増やしていければと思っています。 

 また、期待額の方が購読額より大きいという課題が

あります。最終的な削減額の算定はしていないので、

額は確定していないのですが、現段階の予想では、期

待額の 78 万ユーロには及ばないだろうという状況で

す。期待額というのは、HEP 分野の投稿料のパーセ

ンテージから算出されていますので、日本の場合は少

ない購読で多くの効果を生んでいるという考え方もで

きるのではないかと思います。 

 一方で、購読のパーセンテージは決まっているので、

購読している大学によっては、APS のジャーナルな

どが特にそうですが、パッケージとして購読した方が

いいから購読しているという大学もあるかと思います。

つまり、HEP 分野の研究室があるから購読している

わけではないという大学もあるので、公平性を保つの

であれば、本来は論文投稿料の量に応じた拠出、財政

支援が望ましいのではないかと思うこともあります。

ただ、どれだけ投稿しているかということは、図書館

側は当然のことながら、大学としてもつかんでいない

と思うので、将来的にはその部分の把握も必要になる

のではないでしょうか。 

 また、支払方法に関して、CERN と大学図書館で

個別に MoU（覚書）を結ぶことになるのか、請求書

が CERN から直接来るのかと気にされている方もい

るかと思いますが、これについては、NII が

SCOAP3、CERN に一括で払い、各参加機関に請求

書を出すというようなことで調整をしていただいてい

るところです。ただし、請求自体はユーロ建てになる

ので、NII による一括請求が実現すると、各大学には

円に直した形で請求が行くわけですが、拠出額は

2013 年にユーロ建てで確定するけれど、実際には

2014 年に対する支援（支払い）になります。従って、

2014 年度の段階でのユーロと円の換算によって額が

変動するということは、あらかじめ注意していただい

た方がよろしいかと思います。 

 また、SCOAP3という枠組み自体が、実際にやっ

てみなくては分からないところもかなりあります。

2017 年の 3 年のプロジェクトが終わった後は、当然

見直しがあって続いていくものと私は思っていますが、

正直に言って、2017 年以降はどうなるのか分からな

いという状況です。支援額という名に変わるだけで、

今までの購読額と同じように値上がりしていくのでは

ないかと心配する方もいらっしゃいますが、やってみ

なくては分からないということで、タスクフォースと

しては作業を進めています。 

 オープンアクセスになれば誰でも使えるようになる

のだから、今まで購読していたものをやめてしまえば

いいと思っていらっしゃる大学図書館はないと信じた

いところですが、そういうただ乗りが不可能ではない

構造にはなっています。論文を投稿している、特に

HEP の研究室がある大学などは、やはり論文の投稿

自体は続くわけですし、「オープンアクセス＝無料」

ではないので、誰かが費用を捻出しなければいけませ

ん。そこを大学として支えていく必要があるのではな

いか、購読者としての大学図書館としても支えていく
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必要があるのではないかと思います。 

 今日、ここに出席されている大学図書館の関係者の

方で、まだ「未確定」と回答されている方もあるかも

しれませんが、ぜひそのことを念頭に入れて、いま一

度お考えいただければと思います。購読を続けるので

あれば、支払いをするか、支援という形で貢献するか

ということになると思うので、どちらを選ばれるのか、

いま一度お考えいただければと思います。 


